
市の数 8.4〜6超税率 ％
北海道 35 35 100
⻘森 10 10 100
岩手 14 13 93
宮城 14 6 43
秋田 13 7 54
山形 13 13 100
福島 13 6 46
茨城 32 24 75
栃木 14 14 77
群馬 12 12 100
埼玉 39 32 82
千葉 37 25 68
東京 27 27 100
神奈川 19 19 100
新潟 20 20 100
富山 10 10 100
石川 11 11 100
福井 9 9 100
山梨 13 10 77
⻑野 19 13 68
岐阜 21 9 43
静岡 23 4 17
愛知 38 15 39
三重 14 5 36
滋賀 13 13 100
京都 15 15 100
大阪 33 33 100
兵庫 15 4 27
奈良 12 11 92
和歌山 9 9 100
鳥取 4 4 100
島根 8 8 100
岡山 15 15 100
広島 14 13 93
山口 13 13 100
徳島 8 8 100
香川 8 8 100
愛媛 10 9 90
高知 11 9 82
福岡 28 26 93
佐賀 10 10 100
⻑崎 13 13 100
熊本 14 10 71
大分 14 14 100
宮崎 9 9 100
鹿児島 19 14 74
沖縄 11 0 0

776 617 79.5

全国8割の市が超過課税
愛知県内も課税自治権で今こそ8.4に

(2025.4.1現 総務省）

最低% 最高 %
〜2014年 12.3 14.7
〜2020年 9.7 12.1
2021年〜 6 8.4
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〜2014年 〜2020年 2021年〜

法⼈市⺠税引下げ

最低% 最高 %

高齢者タクシー券 174万円
高齢者風呂無料券 4000万円
ゴミ袋無料支給 5000万円

  事業名とR6年決算事業費

小
池
市
長
懇
談
会
は
ゴ
マ
カ
シ
ば
か
り

市
長
の
お
し
ゃ
べ
り
会

が

「要
望
を
聞
か
な
い
な

ら
職
員
を
使
う
な
、
公
務

時
間
な
い
で
や
る
な
」
大

不
評
で

「懇
談
会
」
に
変

更
。
9
月
30
日
～
11
月
12

日
ま
で
6
ヵ
所
で
行
な
わ

れ
ま
す
。
10
月
６
日
の
西

端
公
民
館
に
参
加
し
ま
し

た
。
市
部
課
長
、
オ
レ
ン
ジ
服
の
町
内
会
役
員
さ

ん
が
ほ
と
ん
ど
。
一
般
市
民
は
事
前
に
予
約
す
る

と
い
う
閉
鎖
的
な
も
の
で
し
た
。
市
の
資
料
に
基

づ
き
財
政
危
機
を
あ
お
る
市
長
。
少
子
化
対
策
な

ど
の
要
望
に
も

「観
念
論
」
で
市
長
が
長
々
と
こ

た
え
る
実
の
無
さ
。
一
方
的
な
も
の
で
し
た
。

全
国
で
は
８

・
４
法
人
税
当
り
前

総
務
省
は
２
０
２
５
年
４
月
１
日
現
在
の
法
人

市
民
税
率
を
発
表
。
７
７
６
市

（東
京
特
別
区
も

１
に
）
の
う
ち
６
１
７
市
が
最
低
税
率
６
％
を
超

え
る

「超
過
課
税

（最
高
８
・
４
％
）
」
と
し
て

い
ま
す
。
１
０
０
％
は
北
海
道
、
青
森
、
山
形
、

群
馬
、
東
京
、
神
奈
川
、
新
潟
、
富
山
、
石
川
、

福
井
、
滋
賀
、
京
都
、
大
阪
、
和
歌
山
、
鳥
取
、

島
根
、
岡
山
、
山
口
、
徳
島
、
香
川
、
佐
賀
、
長

崎
、
大
分
、
宮
崎
な
ど
24
県
で
は
県
内
す
べ
て
の

市
が
超
過
課
税
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

愛
知
３
９
％
は
ト
ヨ
タ
優
遇
の
異
常

愛
知
県
は
38
市
の
う
ち
15
市
、
39
％
と
い
う
低

さ
で
す
。
ト
ヨ
タ
様
々
の
優
遇
姿
勢
が
浮
き
彫
り

で
す
。
小
池
市
長
は
、
物
価
高
騰
で
苦
し
む
市
民

か
ら
は
ぎ
と
る
こ
と
よ
り
、
ト
ヨ
タ
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
な

ど
大
企
業
に

「ま
っ
と
う
に
税
金
下
さ
い
」
と
求

め
る
べ
き
で
す
。

国
は
法
人
税
率
引
下
分
の
補
填
を

国
は
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
法
人
市
民
税
率
を

半
分
以
下
に
引
下
げ
、
補
填
す
る
と
し
た
事
業
税

交
付
金
は
20
分
の
１
し
か
き
て
い
ま
せ
ん
。
大
企

業
優
遇
や
め
て
地
方
の
財
源
を
も
と
に
戻
せ
と
要

求
す
べ
き
で
す
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
削
減
の
口
実

小
池
市
長
は
、
図
書
館
分
館
廃
止
、
ゴ
ミ
袋
、

風
呂
無
料
券
の
廃
止
。
市
民
病
院
の
救
急
夜
間
の

縮
小
な
ど
く
ら
し
と
命
を
お
び
や
か
す
提
案
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
少
額
な
も
の
で
す
。

結
局
、
身
勝
手
な
財
政
危
機
を
あ
お
り
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
切
り
捨
て
の
口
実
に
す
る
も
の
で
す
。

市
民
の
反
撃
が
力
で
す
。

税
金
の
取
り
方

使
い
方
を
市
民
本
位
に

小
池
市
長
は
、
公
約
に
な
い
市

民
サ
ー
ビ
ス
削
減
で
、
統
一
協
会

市
長
以
上
の
市
民
い
じ
め
で
す
。

国
の
高
市
総
裁
共
々
、
国
民
の
願

う
政
治
に
、
変
え
ま
し
ょ
う
。
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全国市8割が超過課税

小池市長！市民いじめの前に７億円増収を

町内会、市職員だらけの西
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国
は
法
人
市
民
税
率
戻
せ



碧
南
市
民
病
院
を
守
ろ
う

大
学
病
院
や
自
治
体
病
院
な
ど
日
本
の
医
療
の
中
核
を
担

う
病
院
が
「過
去
最
大
の
危
機
」
と
悲
痛
な
声
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
大
学
病
院
は
高
度
な
医
療
や
研
究
、
医
師
育
成
を
担

い
、
地
域
の
病
院
に
医
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
自
治
体
病

院
は
高
度
医
療
の
ほ
か
、
採
算
性
が
難
し
い
僻
地

（
へ
き
ち
）

医
療
を
支
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
院
が
つ
ぶ
れ
れ
ば
国
民
の

医
療
が
崩
壊
し
ま
す
。
碧
南
市
民
病
院
は
年
間
３
，
５
０
０

件
の
救
急
搬
送
の
受
入
れ
、
不
採
算
医
療
、
看
護
師
育
成
な

ど
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

機
器
の
更
新
で
き
ず

国
立
大
学
病
院
長
会
議
の
大
鳥
精
司
会
長

（千
葉
大
学
医

学
部
付
属
病
院
長
）
は
３
日
の
会
見
で

「新
た
な
医
療
機
器

が
買
え
な
い
。
98
％
の
機
器
が
更
新
で
き
な
い
状
況
。

そ
う
い
う
点
で
は
医
療
は
破
綻
し
て
い
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

碧
南
市
民
病
院
は
、
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
て
市
長
が
、
新

規
機
器
の
買
い
抑
え
を
財
政
非
常
事
態
宣
言
で
指
示
し
て
い

ま
す
。

国
立
大
学
病
院
全
体
で
２
０
２
５
年
度
の
経
常
収
支
の
赤

字
は
４
０
０
億
円
超
と
前
年
度
の
１
・
４
倍
の
見
通
し
で
、

「Ｃ
Ｔ
（画
像
診
断
装
置
）
な
ど
は
壊
れ
て
検
査
で
き
な
い

こ
と
が
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
」
（藤
井
靖
久
・
東

京
科
学
大
学
病
院
長
）
と
い
う
実
情
で
す
。

医
療
崩
壊
に
国
と
市
は

後
押
し
す
る
の
か

公
・
私
立
を
含
め
た
全
国
の
大
学
病
院
で

「本
来
の
機
能

の
維
持
が
困
難
」
「こ
の
ま
ま
で
は
病
院
閉
鎖
に
よ
る
地
域

医
療
崩
壊
と
な
り
国
民
の
健
康
や
福
祉
に
影
響
が
出
る
」
（全

国
医
学
部
長
病
院
長
会
議
）
事
態
で
す
。
水
光
熱
費
は
２
２

～
２
４
年
度
で
約
９
％
減
で
必
死
の
節
約
の
跡
が
う
か
が
え

ま
す
。

小
池
市
長
は
９
割
赤
字
の

現
実
に
目
を
向
け
よ

自
治
体
病
院
で
は
８
６
％
が
経
常
収
支
が
赤
字

（２
４
年

度
）
で
す
。
と
く
に
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、
災
害
拠
点
病

院
、
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
、
集
中
治
療
室
の
あ
る
病
院
な
ど

で
は
９
割
以
上
が
赤
字
で
す
。

報
酬
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
人
件
費
が
原
因

危
機
の
根
本
は
こ
の
間
、
薬
価
を
含
む
診
療
報
酬

（医

療
の
公
定
価
格
）
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
が
続
い
て
き
た
こ

と
で
す
。
さ
ら
に
医
薬
品
や
診
療
材
料
費
の
高
騰
、
人

件
費
の
上
昇
が
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。
医
療
従
事
者

の
賃
金
は
全
産
業
平
均
に
届
か
ず
離
職
を
招
い
て
お
り

賃
上
げ
が
必
要
で
す
が
診
療
報
酬
で
補
填

（ほ
て
ん
）

で
き
て
い
ま
せ
ん
。

物
価
高
騰
、
賃
上
げ
に
対
応
し
た
報
酬
に

関
係
者
が
共
通
に
求
め
る
の
は
物
価
高
騰
や
賃
上
げ

を
踏
ま
え
た
診
療
報
酬
の
改
定
で
す
。
次
回
改
定
は

26
年
度
で
す
が
、
そ
れ
を
待
た
ず
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

自
治
体
病
院
は
地
方
交
付
税
で
の
措
置
も
求
め
て
い
ま
す
。

３
党
合
意
破
棄
せ
よ

高
市
早
苗
自
民
党
新
総
裁
は
、
就
任
後
の
４
日
の
会
見
で

病
院
の
赤
字
に
言
及
し
、
次
回
の
報
酬
改
定
を

「待
っ
て
い

ら
れ
な
い
状
況
」
「医
療
機
関
が
ど
ん
ど
ん
倒
産
し
て
い
く

と
な
る
と
大
変
」
と
し
、
補
正
予
算
で
の
手
当
て
を
検
討
す

る
と
の
べ
ま
し
た
。

４
兆
円
医
療
費
削
減
は
破
棄
を

一
方
で
自
公
維
３
党
は
国
民
医
療
費
の
４
兆
円
削
減
で
合

意
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
▽
診
療
報
酬
を
減
ら
す
▽
病
院
・

病
床
を
減
ら
す
▽
患
者
負
担
を
増
や
し
受
診
を
抑
制
す
る
▽

保
険
の
き
く
医
療
を
狭
め
る
⒩
な
ど
を
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

病
院
経
営
を
さ
ら
に
困
難
に
し
、
病
気
へ
の
備
え
を

「自
己

責
任
」
に
す
る
方
向
で
す
。
高
市
氏
に
は
、
自
公
維
合
意
を

破
棄
す
る
の
か
が
直
ち
に
問
わ
れ
ま
す
。

25
年
間
減
少
す
る
患
者
数

厚
労
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
０
０
年
度
以
降
、

医
療
機
関
の
延
べ
患
者
数
は
減
少
傾
向
が
続
い
て

い
ま
す
。
“高
齢
者
の
サ
ロ
ン
に
な
っ
て
い
る
”
な

ど
の
言
説
に
根
拠
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

国
費
５
千
億
円
投
入
を

日
本
共
産
党
は
緊
急
に
国
費
を
５
千
億
円
投
入

し
診
療
報
酬
の
基
本
部
分
の
引
き
上
げ
を
求
め
ま

す
。
保
険

料
や
患
者

負
担
を
増

や
さ
な
い

た
め
に
大

企
業
や
富

裕
層
へ
の

優
遇
税
制

を
た
だ
し

財
源
を
つ

く
る
べ
き

で
す
。
幅

広
い
医
療

関
係
者
と

共
同
を
広

げ
医
療
破

壊
を
止
め

な
け
れ
ば

な
り
ま
せ

ん
。
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大
軍
拡
・
大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

10
月
19
日
（日
曜
日
）

午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

碧
南
市
東
浦
町
６
ー
17

申込は
ここから

崩壊止める措置 直ちに着手を


